
□

■ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管
室課

事業名

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

行政評価は、行政運営のＰＤＣＡサイク
ルにおけるチェック機能として、分析・
評価を適切に実施し、実施計画の策定に
つなげられるよう、引き続き、記載内容
の改善に努める必要がある。実施計画策
定は、当室だけでなく全庁的な業務量に
も影響するため、より効率的な方法を検
討する必要がある。地方版総合戦略推進
事業は、本市にとってふさわしい総合戦
略のあり方や、効果的・効率的なＰＤＣ
Ａサイクル手法などについて改めて検討
を行う。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き効果的、効率
的な行政評価の実施方
法について検討する。

１　行政評価
　　第４次総合計画に基づいて実施した施策・事業をできるだけ客
　観的な基準に基づき分析・評価することで市民サービスの最適化
　を図り、真に必要な市民サービスを持続的に提供するために実施
　している。

　（１）予算事業に係る１次評価実施件数
　　　令和５年度…604件,令和６年度…608件,令和７年度…599件
　（２）予算事業に係る２次評価事業実施件数
　　　令和５年度…２件,令和６年度…５件,令和７年度…１件

２　実施計画策定
　　実施計画冊子作成は庁内印刷で実施し、例年かかっていた印刷
　製本費約25万円を削減した。

決算額
(千円)

10,408 343 34
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業概要

行政評価実施、実施計画策定、地方版総合戦略推進、総合教育会議運営、総合計画策定（本年度該当なし）

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 企画政策事業 所管部局 行政経営部

1 所管
室課

企画財政室 事業名 企画政策事業

1/1



□

■ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管
室課

事業名

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

総職員数の抑制に努めるとともに、社会
情勢の変化や新たな行政課題への確実な
対応と併せ、職員のワーク・ライフ・バ
ランスの確保にも配慮し、業務量に見
合った最適な職員体制を構築する必要が
ある。
人的・財政的資源の制約が見込まれる中
にあっても、職員のワーク・ライフ・バ
ランスの実現を図り、質の高い公共サー
ビスを効果的かつ効率的に提供するた
め、業務量を減らす業務プロセス改善の
取組や、事務処理の適正な執行を推進す
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

ICT活用等による業務
プロセス改善の取組を
推進する。

１　職員体制
 各室課の課題解決や保育所等の職員配置基準見直しに対応するため
の増員及び委託導入等に伴う業務量削減による減員を行った。
　また、病産育休者の代替として正職員を充てるため、予備定数の
拡充を行った。

２　業務プロセス改善
　「押印見直し方針」に基づき、申請書等の手続に係る押印につい
て、法令に義務付けがあるものなどの例外を除き、原則廃止とする
見直しを進めた。

３　包括外部監査
　【監査テーマ】地方独立行政法人市立吹田市民病院の出納その他
　　　　　　　の事務の執行について
　【監査の指摘件数】結果：15件／意見：42件

決算額
(千円)

12,107 12,117 12,115
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業概要

行財政改革推進

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 行財政改革推進事業 所管部局 行政経営部

1 所管
室課

企画財政室 事業名 行財政改革推進事業

1/1



□

□ 有効性

■ 効率性

■ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管
室課

事業名

事業概要

99.8

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　全庁的な債権管理の水準及び効率向上
を図るため、債権管理システムの構築を
進めている（令和９年４月稼働予定）。
　令和６年度の包括外部監査の措置を着
実に進めており、現在も対応中の案件に
ついては引き続き取組を進めていく。
　また、より債権所管による滞納処分等
のノウハウ向上・定着を目指すため、一
部の債権所管に債権管理室の兼務職員を
配置し、連携を強化しながら、債権管理
業務を進めていく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

従来の取組と併せて、
債権管理システムの導
入や兼務職員の配置を
通じた指導・助言等を
引き続き進め、全庁的
な債権管理水準の向上
に努める。

１　債権管理推進
債権所管室課にヒアリング等を実施した上で、実績の分析を基に債
権徴収・整理計画を策定するなど、債権管理水準の向上を図り、適
切で公平な債権管理を推進した。
(１)市債権のうち収入未済がある債権の徴収率と目標徴収率(［ ］
内が目標徴収率)
令和５年度…96.2%[96.0%]，令和６年度…96.5%[96.2%],
令和７年度…96.7%[96.8%]
(２)債権所管室課からの債権管理に関する弁護士相談件数
令和５年度…95件，令和６年度…140件，令和７年度…115件
(３)相続人調査処理件数
令和５年度…177件，令和６年度…128件，令和７年度…262件
(４)財産調査件数
令和５年度…120,867件，令和６年度…148,372件，令和７年度…
163,494件
２　引継債権滞納整理
移管対象債権のうち、令和７年度は、国民健康保険料、保育所保育
料、介護保険料の一部について徴収事務の移管を行い滞納処分を中
心に滞納整理を実施した。
(１)移管債権の徴収率
令和５年度…48.6%，令和６年度…55.2%，令和７年度…56.8%

決算額
(千円)

15,843 17,767 25,141
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
99.7 99.7

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業概要

債権管理推進、引継債権滞納整理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 行財政改革推進事業 所管部局 税務部

1 所管
室課

債権管理室（債権管理課） 事業名 債権管理事業

1/1



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業概要

下水道事業会計負担金

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 財政事務事業 所管部局 行政経営部

1 所管
室課

企画財政室 事業名 下水道事業会計負担金事業

2 所管
室課

企画財政室 事業名 公債費管理事業（一般会計）

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

下水道事業会計負担金　3,251,138千円
決算額
(千円)

2,818,275 3,095,644 3,251,138
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

決算額
(千円)

277 0 0
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 0.0

公債費管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

企画財政室 後期高齢者医療特別会計繰出事業 企画財政室 勤労者福祉共済特別会計繰出事業

企画財政室 母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計繰出事業 企画財政室 公共用地先行取得特別会計繰出事業

所管室課 事業名 所管室課 事業名

企画財政室 介護保険特別会計繰出事業 企画財政室 国民健康保険特別会計繰出事業

1/3



□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業概要

財政事務

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 財政事務事業 所管部局 行政経営部

3 所管
室課

企画財政室 事業名 財政事務事業

4 所管
室課

企画財政室 事業名 財政調整基金積立事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢化や人口増加等に伴う社会保障経費
の増加、公共施設の老朽化への対応、災
害等の不測の事態への備えなどの課題を
踏まえ、持続可能な財政運営についての
庁内意識の共有に努め、施策・予算の精
査を継続して行っていく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　予算書作成は庁内印刷で実施し、例年かかっていた印刷
製本費約99万円を削減した。 決算額

(千円)
2,853 2,687 1,672

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

86.7

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

第４次総合計画の財政運営の基本方針に
おいて設定している指標（財政調整基金
残高の標準財政規模に対する割合：20％
を確保）達成に向けて、持続可能な財政
運営についての庁内意識の共有に努め、
施策・予算の精査を継続して行ってい
く。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

財政調整基金積立金　148,920千円
決算額
(千円)

659,950 268,022 148,920
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 99.4

財政調整基金積立

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

企画財政室 利子償還事業（一般会計）

所管室課 事業名 所管室課 事業名

企画財政室 元金償還事業（一般会計）

2/3



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業概要

上水道事業会計負担金

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 財政事務事業 所管部局 行政経営部

5 所管
室課

企画財政室 事業名 上水道事業会計負担金事業

6 所管
室課

企画財政室 事業名 予備費管理事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

上水道事業会計負担金　10,762千円
決算額
(千円)

8,044 8,710 10,762
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

予備費の充当なし
決算額
(千円)

0 0 0
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
0.0 0.0

予備費管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

3/3



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業概要

公共施設等整備費積立

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 財政事務事業 所管部局 都市計画部

1
所管
室課

都市計画室 事業名 公共施設等整備費積立事業

所管
室課

事業名

事業概要

94.3

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の公共施設（一般建築物）の老朽化
対策（本庁舎や小中学校の建替えを含
む）に備えて、公共施設等整備基金の運
用方針の検討が必要

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

公共施設等整備基金への積立て　142,283千円
決算額
(千円)

83,256 195,844 142,283
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
99.9 99.5

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/1


